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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第124期
第３四半期
連結累計期間

第125期
第３四半期
累計期間

第124期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 (百万円) 417 366 508

経常損失(△) (百万円) △523 △48 △509

四半期(当期)純利益 (百万円) 2,806 29 2,525

持分法を適用した場合の
投資利益

(百万円) - - -

資本金 (百万円) 2,121 2,121 2,121

発行済株式総数 (千株) 49,243 49,243 49,243

純資産額 (百万円) 4,478 4,184 4,153

総資産額 (百万円) 4,861 4,546 4,768

１株当たり四半期(当期)純利益
金額

(円) 86.97 0.60 69.80

潜在株式調整後１株当たり四半
期(当期)純利益金額

(円) - - -

１株当たり配当額 (円) - - -

自己資本比率 (％) 91.2 92.0 87.1
 

　

回次
第124期
第３四半期
連結会計期間

第125期
第３四半期
会計期間

会計期間
自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

自 平成26年10月１日
至 平成26年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 64.34 0.22
 

(注) １．平成25年８月２日を効力発生日として連結子会社(ミソノピア株式会社)の株式を譲渡したこと及び平成25年

５月15日に連結子会社(みその事業株式会社)の清算決議を行い当該子会社が清算手続に入ったことから、第

125期第1四半期より四半期連結財務諸表は作成しておりません。

　　なお、前連結会計年度まで連結財務諸表を作成しているため、主要な経営指標等の推移については、第124

期第３四半期累計期間は四半期連結財務諸表について、第125期第３四半期累計期間は四半期財務諸表につ

いて、第124期は財務諸表について記載しております。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．持分法を適用した場合の投資利益については、第124期第３四半期連結累計期間及び第124期は、連結財務諸

表を作成しているため、記載しておりません。第125期第３四半期累計期間については、関連会社がないた

め記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。また、当社

は当第３四半期累計期間より四半期財務諸表を作成しているため、前年同四半期との比較分析は行っておりませ

ん。

 
(1) 業績の状況

当第３四半期累計期間における我が国経済は、政府の経済政策や金融緩和を背景に、景気の緩やかな回復の動き

が見られましたが、消費税引き上げによる個人消費の低迷や円安による輸入原材料の値上げで物価上昇の懸念もあ

り、依然として先行き不透明な状況が続いています。

レジャー業界においては旅行業界が徐々に回復が進んでいるのと比較すると、興行業界は未だ回復が進んでおら

ず依然厳しい環境が続いています。

そのような中、平成26年10月に売上の主力である歌舞伎公演「錦秋名古屋顔見世」を上演しました。その売上高

は、前年実績を大きく上回り、概ね当初予算を達成することができました。しかしながら、公演に伴う各種費用が

当初予算対比超過いたしました。

その結果、当第３四半期累計期間の業績は、売上高３億６千６百万円となりました。利益面では、営業損失５千

１百万円、経常損失４千８百万円、四半期純利益２千９百万円となりました。

なお、当社の報告セグメントは単一セグメントですので、セグメント別の記載は省略しております。

 
(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 
(3) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 90,000,000

計 90,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 49,243,000 49,243,000
名古屋証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は、1,000株であり
ます。

計 49,243,000 49,243,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成26年12月31日 - 49,243,000 - 2,121 - 1,987
 

 

(6) 【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成26年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 - - -

議決権制限株式(自己株式等) - - -

議決権制限株式(その他) - - -

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 41,000

- -

完全議決権株式(その他)
普通株式     

49,123,000
49,123 -

単元未満株式 普通株式 79,000 - -

発行済株式総数 49,243,000 - -

総株主の議決権 - 49,123 -
 

（注）当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日(平成26年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 

② 【自己株式等】

平成26年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社御園座

名古屋市中区栄
一丁目６番14号

41,000 ─ 41,000 0.08

計 ― 41,000 ─ 41,000 0.08
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期累計期間は四半期財務諸表を作成していないため、四半期損益計算書に係る比較情報は記載し

ておりません。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成26年10月１日から平成26年

12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。

 
３. 四半期連結財務諸表について

当社は、平成25年８月２日を効力発生日として連結子会社(ミソノピア株式会社)の株式を譲渡したこと及び平成26

年５月15日に連結子会社(みその事業株式会社)の清算決議を行い当該子会社が清算手続に入ったことから、当第３四

半期累計期間より四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          前事業年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,599,739 3,464,809

  売掛金 32,550 4,063

  貯蔵品 685 644

  未収入金 8,366 ※  1,000,439

  その他 50,456 24,556

  貸倒引当金 △2,942 △2,572

  流動資産合計 3,688,856 4,491,940

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物 677 505

   土地 1,129 1,129

   リース資産 4,936 2,590

   有形固定資産合計 6,743 4,225

  無形固定資産 122 100

  投資その他の資産   

   投資有価証券 40,674 42,420

   関係会社株式 24,000 -

   長期未収入金 1,000,000 -

   その他 7,603 8,083

   投資その他の資産合計 1,072,278 50,503

  固定資産合計 1,079,145 54,829

 資産合計 4,768,002 4,546,769

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 96,529 6,884

  未払法人税等 57,385 4,300

  前受金 - 735

  その他 115,006 6,010

  流動負債合計 268,921 17,930

 固定負債   

  リース債務 2,081 847

  繰延税金負債 321,640 321,615

  退職給付引当金 21,843 22,198

  固定負債合計 345,565 344,662

 負債合計 614,486 362,592
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           (単位：千円)

          前事業年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成26年12月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,121,437 2,121,437

  資本剰余金 1,987,121 1,987,121

  利益剰余金 71,285 100,836

  自己株式 △34,465 △35,124

  株主資本合計 4,145,379 4,174,271

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 8,135 9,905

  評価・換算差額等合計 8,135 9,905

 純資産合計 4,153,515 4,184,177

負債純資産合計 4,768,002 4,546,769
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

          (単位：千円)

          当第３四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 366,346

売上原価 338,905

売上総利益 27,441

販売費及び一般管理費 79,203

営業損失（△） △51,761

営業外収益  

 受取利息 866

 受取配当金 1,500

 その他 1,097

 営業外収益合計 3,464

営業外費用  

 支払利息 158

 その他 226

 営業外費用合計 385

経常損失（△） △48,682

特別利益  

 関係会社清算益 ※  79,687

 特別利益合計 79,687

税引前四半期純利益 31,005

法人税、住民税及び事業税 1,454

法人税等合計 1,454

四半期純利益 29,550
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 
(四半期貸借対照表関係)

※ うち、1,000,000千円は、新劇場取得契約締結時に手付金として充当する見込みであります。

 
(四半期損益計算書関係)

※ 関係会社清算益

当第３四半期累計期間において発生しております関係会社清算益は、子会社であるみその事業株式会社の整

理に伴う出資や債権・債務の清算に係るものであります。

 
(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累

計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
当第３四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

減価償却費 2,559千円

 

 

(株主資本等関係)

当第３四半期累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日))

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 
２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

    当第３四半期累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

当社は単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
当第３四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 ０円60銭

(算定上の基礎)  

四半期純利益金額(千円) 29,550

普通株主に帰属しない金額(千円) -

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 29,550

普通株式の期中平均株式数(千株) 49,201
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年２月６日

株式会社御園座

取締役会  御中

 

東 陽 監 査 法 人
 

 

指 定 社 員

業務執行社員
 公認会計士   山   内   佳   紀   印

 

 

指 定 社 員

業務執行社員
 公認会計士   鎌   田   修   誠   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社御園座

の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの第125期事業年度の第３四半期会計期間（平成26年10月１日から平成26

年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、す

なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社御園座の平成26年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了

する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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